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1. 概要
原書名：Bongo

仮邦題：ボンゴ

著者：グレン・リングトゥヴィズ（Glenn Ringtved）

分野：読み物

総ページ数：90ページ、本文63Ｐ
予想翻訳枚数：400字詰め原稿用紙換算約77枚

対象年齢：主人公の年齢ははっきりと書かれていないが内容から小学校中学年くらいではないかと推測できる。デンマークでは対象年齢8歳から12歳とされている。
2. 本書の概要
主人公リーセは桟橋の下に住むボンゴと仲良し。ボンゴは不潔で靴も履かず、ボロボロの服を着て、猿と暮らす風変わりな少年。何でも質問してくるボンゴとの会話を通じ、リーセは当然に思っていたことも、実は理由を知らないということに気づかされる。物語の最後にボンゴはリーセの想像の世界の少年であることが明らかになる。想像の世界に浸るリーセのことを周りの大人は心配する。ボンゴの純粋さ、正直さが体裁ばかり気にする大人、世の中の矛盾を浮き彫りにしていく。幻想的なファンタジーの要素と自己啓発書的要素を持つ不思議な作品。
3. 内容
ボンゴという名の少年　桟橋の下にボンゴという少年がリーフ・オーレという名のサルと住んでいた。ある日ボンゴとリーフ・オーレは忽然と姿を消した。残されていたのはボンゴが『魔法の箱』と呼んでいたダンボール箱だけだった。私はボンゴが「誰かが突然いなくなっても、皆その人がいたことさえ忘れてしまうんだ」と言っていたのを思い出した。私はボンゴのことを、今でもまるで隣にいるみたいにはっきりと思い出すことが出来る。ボンゴのする質問は不可思議なものばかりだった。例えば「どうして靴を履くの？」と聞かれたことがある。足がこすれて痛くなってしまうからという私の答えにど、ボンゴは「じゃあ柔らかい土の上を歩けばいいじゃない」と言った。「でも犬の糞が落ちているかもしれないから」と答えるとボンゴはゆっくりとうなずき、「僕も靴を履いた方がいいのかもしれない」と言った。ボンゴにジョギング・シューズを貸してあげると靴紐も結ばず、ものすごい速さで走り出した。ボンゴは戻ってくると、「こんな靴いらない。これを履くとへとへとになる」と言った。「靴を履いたからって、ずっと走っている必要なんてないのよ」「でも君、これはジョギング・シューズだって言わなかった？」とボンゴはびっくりした顔をして尋ねた。ボンゴはそういう子だった。ある日私の学校用のカバンを見て「これ、何？」と聞いてきた。「学校用のカバンよ。見れば分かるでしょ」と言ってすぐ後悔した。ボンゴは学校に行ったことがないのだ。ボンゴは恐る恐るカバンに触れると、「これは魔法のカバン？」と尋ねた。「まさか」「学校に行くなんて楽しいんだろうな」「全然。あんなに退屈なところはないわ」「これは魔法の本なの？」ボンゴは教科書を指差し、黒い大きな目をより大きくさせて尋ねた。「まさか」「君はこの本は魔法の本じゃないって言ったね？　でもお話っていうのはいつも魔法の力を持っているんだ。僕は字は読めないけど、それくらいは分かる。本は人を笑わせたり、感動させたり、時に何かを考えさせてくれる。これから毎日僕にお話を読んでね」「じゃあボンゴはずっとこの桟橋の下に住むって約束してね」「それは約束できないよ。もし君が僕のことなんて忘れて、ここに来なくなったら、僕は新しい遊び相手を探しに行かなくちゃいけないんだから」その時の私は、ボンゴの言葉を信じてはいなかった。
ある日桟橋に行くと、ボンゴは逆立ちをしていた。「何してるの？」「読んでるんだ」「私には逆立ちをしているように見えるんだけど」「逆立ちもしてるけど、読んでる」「何を読んでるの？」「あそこにある立て札さ」「字は読めないって言ってなかった？」「うん。その時は読めなかったんだ。でも今は読める」「じゃあ何て書いてあるの？」「犬には紐をつけてください、って」ボンゴはでんぐり返しをして立ち上がった。誇らしげな顔。「どこで習ったの？」「別に習ってないよ。僕は世界一でんぐり返しが上手なのさ」「違う、違う。どこで字を習ったのかって聞いてるの」「君だよ。ありがとう」私はぽかんとボンゴを見つめた。
奇妙な話　お母さんはボンゴとリーフ・オーレを会ったこともないくせに毛嫌いしている。大人はたまにおかしい。子供はお行儀がよくて、かわいくて綺麗好きでなくてはいけないと思い込んでいる。お母さんはボンゴの名前を聞いただけで、「何、ボンゴって？　犬？」と怪訝そうな顔をした。「どこの家の子なの？」「どこの家の子でもないの」「その子と一体何をしてるの？」「教科書を読んであげてるの」「他の子とも遊ぶのよ」「うん」と答えたけど、本当は私はこの近所の子と遊びたくなかった。皆平凡で、お行儀がよくて、普通の遊びしかしないのだから。普通の遊びをすれば大人を悲しませることがないからだ。
ある時ボンゴは私に「どうして僕に家に遊びにおいでって言ってくれないの？」と聞いてきた。理由は分かっていたけど私はボンゴを悲しませたくなくて、「またそのうちね」と答えた。お父さんとお母さんが答えたくないことがある時、使う言葉だ。
家に帰ってボンゴのことをお父さんとお母さんに問い詰められた。「同じ学校の子なの？」「ううん。ボンゴは学校に行ってないの」「小さい子なの？」「ううん」「じゃあ大人なの？」「違うわ」「ボンゴの本名は？」「ボンゴはボンゴよ。でも彼の飼ってるサルはリーフ・オーレっていう普通の人間の名前よ」「きっとお前は勘違いしてるんだ。サルがボンゴでその子がリーフ・オーレなんだろ？」「違うわ。ボンゴは普通の子じゃないの」「その子の親が誰なのかはっきりするまでは遊んじゃいけません」「またそのうちね」と私が言ってみせるとお父さんとお母さんは顔を見合わせた。
それから私はボンゴと距離を置くどころか、しょっちゅう遊びに行った。時々ボンゴはお話をしてくれた。「あるところにニンジンを食べたことがないウサギがいたんだって。そのウサギが住んでいるところにはニンジンが栽培されていなかったから。ウサギはニンジンというものがあるという噂を聞いて、ニンジンを探す旅に出た。まずモミの木に出会って『君はニンジンかい？』と尋ねた。モミの木は相手にもしてくれなかった。次に出会った台車に同じ質問をしてみた。台車は話しかけられるのが初めてで、びっくりして思わず『うん』と答えてしまった。ウサギは大喜びで台車を食べると、『ニンジンって美味しくないものなんだなあ』とため息をついた」
私が家に帰ってボンゴから聞いた話をすると、お母さんは「リーセ、あなたどうかしてるわ」と言った。「お父さんだって時々変な話をするじゃない」「でもお父さんのはただのおもしろ話だし、実際にあったことだもの」「実際にあったことならどうしていいわけ」お母さんのその目はひどく不安そうだった。
訪問　「どうして想像の世界よりも現実に起きた話をする方がいいのか、分からない」翌日私はボンゴに言った。するとボンゴは「君のお母さんも変だね。いつか僕が話しをしようか」と言った。「お母さんは男の子と話すのが好きじゃないの。特に不潔な子とは」「僕は女の人、特に綺麗好きな女の人と話すのが大好きなのに。ソフト・クリームみたいな匂いがするから」「お母さんは綺麗好きだけど、ソフト・クリームの匂いはしないわ。石鹸の匂いがするの」「えー。それじゃあ話しても、楽しくないね。どちらにしろ、君の家に行くよ」「でもリーフ・オーレは静かにしてられる？」「うん。リーフ・オーレはサルの中では大人しい方なんだよ。インドではサルがあんまりうるさいからターバンを巻かなきゃいけないんだ。そうしないと自分の考えてることが分からなくなっちゃうんだって」
ボンゴとリーフ・オーレには窓の外に隠れてもらって、夜寝る時間にこっそり窓を開けて中に入ってもらうことにした。リーセはその晩夕飯を急いで食べると、「疲れたからもう寝る」と言った。お母さんは風邪でもひいたのかと心配した。それから「下着を取り替えるのよ」とうるさく言った。お風呂に入っているとお父さんとお母さんが、今晩どちらがリーセを寝かしつけるか話し合っていた。「私が昨日したから今日はあなたの番よ」「今日は仕事が忙しかったから疲れてるんだ」お風呂から出たリーセが、自分一人で寝れる、と言うと二人は「もうそんなに大きくなったんだね」と喜んでくれた。部屋に戻り、窓を開けるとボンゴの姿はなかった。最初は約束を破られて腹が立ったけど、段々心配になってきた。居間に行くとお父さんとお母さんがテレビを見ていた。「どうしたんだい？ニュースを見ちゃ駄目だって言っただろう。子供は見ちゃ駄目なんだ。厳しい現実ばかり見ることになるのだから」その時、窓の向こうに見覚えのある鼻が見えた。ボンゴだった。急いで部屋に戻って窓を開け、ボンゴ、そしてリーフ・オーレを部屋に招きいれた。「ねえ、どうして下着を替えなくちゃいけないの？」「理由はたくさんあるわ」と言った後、私は顔が真っ赤になるのを感じた。「お母さんが・・・もし病院に運ばれた時に汚いパンツをはいていたら恥ずかしいからって言っていたわ」「どうして病院に運ばれるの？」「急に事故に遭うかもしれないじゃない」「でもきっとお医者さん達は君が汚いパンツをはいてても気にしないんじゃない？」答えられなかったので私は慌てて話題を変えた。「夜、外で寝るのってどんな感じ？　しんとしてて怖くないの？」「全然。だってしんとしていることなんて滅多にないもの。ネズミを捕りにきた狐やトカゲの足音が聞こえる。空の星を見上げるんだ。空はいつでもせわしない」「私は空を見上げるといつも自分がちっぽけな存在に思えてくるわ」「僕は逆に自分が大きな存在に思えてくるよ。自分達はちっぽけだと思っているのは実は空の上から僕らを見下ろす星の方なんじゃないかって想像してみるんだ」その晩二人と一匹で毛布の下で丸くなって寝た。「今度は君が僕らのところに泊まりにおいで。星を見上げて、大きな存在になった気分を味わえるよ」「またそのうちね」と言おうかと一瞬思ったけど、言わなかった。
お尻についての詩　ある日学校で宿題が出た。「詩を書いてきなさい」とマイブリット先生が言った。先生は滅多に笑わない。翌日宿題を提出すると先生は「そんなふざけた言葉を並べ立てたものは詩とは呼べません。今あなた達が何をしているのか語りかけるようなものでなくてはなりません。感情を表現するのです」と言った。
ボンゴに相談に行ったけれど、まずは詩とは何なのかから説明してあげなくてはならなかった。「感情を言葉で表現したもの」と説明してやると、「そんなに難しそうではないね」とボンゴは言った。「そうかも。でも私は自分の気持ちが分からない時があるの。例えば先生に対して怒っていても、心のどこかで先生は優しいなと思ったりするし」「僕は自分の気持ちはいつも分かるよ。分からなくなったらここに聞くんだ」とボンゴは自分の胸を指差した。「どうやって？　心は考えたり、しゃべったり出来ないはずよ」「僕もどうやってかはよく分からない。君もやってみたら分かるよ」「私の心よ。芽キャベツは好きですか？」何の声も聞こえてこなかった。「音になって聞こえるわけじゃないんだ。もっと中から伝わってくるもの。今、君は芽キャベツが好きか嫌いか、分かるんじゃない？」「本当だ」「自分の心に、今迷っていることを尋ねてみな。桟橋に腰掛けて、水面を見下ろしてごらん。いい考えが浮かぶよ」水面に出来る波を見ていると、心が満たされてきた。問いかけてみると答えが波に乗ってやって来るような気がした。大きく空気を吸って、吐くと、もう迷いはなくなっていた。答えは出ていた。「自分の気持ちは分かったわ。でもいざ言葉にするとなると、難しいわ」「ただ紙に思ったことをそのまま書けばいいのさ」「じゃあお手本にやってみて」「うん。『空は青く、僕は君と話しをしている。リーフ・オーレと遊んだ。ああ、嬉しいな』」ボンゴは得意げ顔をしてみせた。
私は家で考えてくることにした。その日ずっと詩をつくろうとしたけど、退屈で、平凡な言葉しか浮かんでこなかった。でも夜寝る時窓の外で輝く星を見て、今頃ボンゴも同じ空を眺めて自分を大きな存在と感じているのだろうかと考えた。私はちっとも自分が大きな存在には思えなかった。私は窓を開け、潮風を感じた。ボンゴの「思ったことをそのまま書けばいい」という言葉は、案外正しいんじゃないかと思えてきた。メモを取り出し、書き始めた。急に言葉がどっと湧き出した。
翌朝早く起きてボンゴ達の元に向かった。いつものごとく二人はもう遊び始めていた。そういえば二人が眠そうにしているところを見たことがない。「詩を書いたの！」「僕もだよ」まずは私から読み上げた。『私には私の夢がある。私だけの夢。私はその夢を心の宝石箱に閉まっている。夜は静か。眠りの時間がやって来ると、私はその宝石箱を開けて夢を取り出す。夜には風が吹き、空には蝶が舞う。蝶は草の陰に隠れ、塩の香りに身を包む。朝になると一日が始まり、夢はまた宝石箱の中。そして私はあなたのことを思い出す』するとボンゴは「とても綺麗だね。でも詩ってのは、そういうんじゃないんだ」と言い、自分の詩を読み上げた。『すべってお尻を打っちゃった。ああ、もう。お尻が痛いよ！』読み上げるとボンゴは不安そうに私を見た。「……変わった詩ね」「でもそう思ったんだもの。橋の上でリーフ・オーレと遊んでた時に、滑ってお尻を打ったんだ。君の先生は『感情をそのまま表現する』、って言ってたんだろう？」「そうね。そういう意味では詩だったわ。でも私、自分の詩を学校に持っていくことにするわ」
学校は落ち着かない雰囲気だった。皆が秘密を抱えていて、その秘密を誰かに言いたくてそわそわしていた。先生がやって来た。「発表したい人」と先生が尋ねると、皆が競って手を挙げた。優等生のマチルダがいつものように最初に指された。『太陽は輝き、波は遊ぶ。でも私は一人きり。私の頭の中には暗い影が射している。私は太陽を見ない。耳を澄まさない。私は皆とは違う』拍手が沸き起こった。生徒達は順々に指され、ついに私の番が来た。私はボンゴが書いた詩を読み上げた。教室がシンと静まり返った。先生はコメントに困っていた。
授業が終わると私は先生に呼び出された。「あなたのことが心配なの。最近いつも一人想像の世界に入ってしまっているでしょ。おまけに今日のあの詩、何なの？」「あの詩をつくったのは私じゃないんです。ボンゴがつくったんです」「ボンゴ？誰？知らないわ」「ボンゴのことを知っている人なんていないんです。私以外には。ボンゴはサルと桟橋の下に住んでいるんです」「親御さんは？一家が桟橋の下に住めるなんて思えないわ」私の頬は真っ赤になった。私の中で怒りが膨れ上がるのを感じた。私は先生を黙って見つめた。先生は目をそらし、「想像力が豊かなのはいいけど、想像の世界に飲み込まれてしまわないようにね」と弱々しい声で言った。
魔法の箱　試訳参照
アフリカ　数日後謝りにいくと、ボンゴとリーフ・オーレはいなくなっていた。魔法の箱が残されていた。その箱はただの靴入れだった。ボンゴが「ここからいなくなるその日までは、ここにいられる。突然いなくなっても、皆その人がそこにいたことさえ忘れてしまうんだ」と言っていたのを思い出した。でも私はボンゴのことを忘れないと心に決めた。もう二度と会えないのかもしれない。でも彼らのことを考えることは出来る。今頃どこで何をしているか想像することも。世界のどこかで誰か別の子と遊んでいるのかもしてない。ひょっとしてアフリカにいるのかも。アフリカの方がボンゴには合っているのかもしれない。きっとアフリカの人達は皆ボンゴと同じように裸足なのだろう。暖かな服を持たないボンゴには向こうの方が過ごしやすいだろう。サルを飼っているのも、アフリカでなら特別なことではないのかもしれない。私は微笑んだ。そう、アフリカ・・・。

4. 著者略歴　
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グレン・リングトゥヴィズ（Glenn Ringtved）
1968年にデンマークに生まれる。1995年児童書でデビュー。
子供とヤング・アダルト向けの作品を10作以上発表している。
作家の他にも翻訳者としても活動。2004年にGyldendal社の
児童書作家賞を受賞。同作家の作品のうち『Mortalを考える
泣いてもいい？』という絵本が日本語に訳され、2005年に今人舎
から発表された。この作品はドイツ語にも訳されている。
5．本書の特徴

文体： 
・ 主人公が一人称で過去を振り返る形で語っている。

· 詩的な文体。

· セリフ一文一文が短くテンポがいい。質問、答え、質問、答えという形式で会話が進む部分が多い。
· 言葉遊びが多い。例）スポーツ・バッグはスポーツ用にしか使えないのか？

　　　　　　　　　　　 ランニング・シューズを履いている時はいつも走らなくちゃいけないのか？

　　　　　　　　　　　「自分の心に聞いてみる」と言うが、どうやって心に聞けるのか？

· 途中詩がたくさん出てくる。
· 洗練された簡潔な文体。無駄がない。

日本での受け入れ：

《受け入れられると思われる点》
· ボンゴが一体何者なのか、謎を含んだまま話が展開しているので、好奇心をそそられる。
· ボンゴと主人公がそれぞれつくった詩を読みあう場面が面白い。中だるみも防げる。

《受け入れにくいと思われる点》
· 子供を上から押さえつけようとする大人への批判がこめられているが、目上の人、大人を敬う日本の社会でこの本の主張がどれだけ受け入れられるかは疑問。北欧特有のアイロニーも見られる。

6. 備考
日本語出版で留意する点
· 主人公の両親がボンゴという名前が普通の人の名前ではないので、本当はボンゴがサルでリーフ・オーレがその男の子なのではないかと2章で言い出す。日本人からするとボンゴもリーフ・オーレもどちらの名前もなじみがなく、ピンと来ない。
· ボンゴのつくった詩を聞いて「それは詩というよりrhyme(押韻詩)ね」とリーセが言うが、押韻詩という表現は日本の子供達に余りなじみが少ない。
